
氏名 藤本  寿彦

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・現代文学論
・
・
・

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

文学部人事委員会委員　全学人事委員会委員　文学部教務委員会委員　奈良大学大学院研究
年報編集委員 奈良大学図書館展示「与謝野晶子と『明星』の仲間たち」（平成10月11日～11月16
日）

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

テクストを分析し、それを自己発信する能力を育成する。

山形県西川町主催「青い黒板賞」実行委員会顧問

明治大学大学院修士課程文学研究科日本文学専攻

文学修士

日本近現代詩　現代女性文学

最終学歴

　【研究上の特記事項】 ジャンルや時代を横断する視点で､文学表現の実相を究明する。

平　成　25　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本近代文学会

主知的抒情詩の成立　女性表現としての幸田文文学　増田みず子の詩と散文

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・近代文学論演習Ⅱ
・研究演習４

授業科目

学部担当科目

・言語・文学４
・国文学講読６
・演習Ⅰ
・演習Ⅱ
・近代詩歌論(前期)
・近代文学概論Ⅱ(後期)
・出版情報論(後期)



単著

単著

単著

単著

単著

単著

世田谷文学館「幸田文
展」目録

講談社文芸文庫　幸
田文『北愁』

講談社文芸文庫　吉
田健一『旅の時間』

平成25年11月

平成25年12月

「始更」

「始更」

「始更」

平成25年10月

平成25年10月

平成25年10月

平成25年10月

増田みず子詩集『硬質のアプラサス』を
対象にして、詩作により摑んだ独自の
女性表現を、さらに深化する試みの中
で、散文表現へと転じた実態を検証し
ている。

昭和3２年に幸田文が執筆した連載随
筆「暮らしていること」を中心に、「主婦
論争」のような家事が主題化された時代
性において、「台所」というトポスに新た
な女性表現の可能性を見出したことを
明らかにしている。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

「ひのき」というテクストは語り手と檜の森
を案内する人との対話を挿入すること
で、材として「檜」（常識）を揺るがせなが
ら、「ひのき」という新たな知の発見に至
る物語であること、さらにこのような語り
がのちに代表作「崩れ」の世界を創出し
たことを論じている。

①「増田みず子」の誕生

②幸田文、〈台所育ち〉というセ
ルフイメージと創作戦略

②

③

④

⑤

④幸田文「身近にあるすきま」を
歩き、考え、伝える表現者

③幸田文「ひのき」論

「幸田文は、露伴家の家事に携わりな
がら、洪水や震災、戦争といった自然
災害や人災を目の当たりにしてきた。そ
れによって体得した生き残るための感
性や知を手掛かりにして、彼女は独特
な表現世界を切り開いたことを明らかに
している。

（学会発表）

⑤

①幸田文年譜・著作目録

③

（その他）

②吉田健一年譜

⑤

④

②

⑤

①

③

④


